リュウガクセイ　ガ　カカエル　フアン　ヤ　モンダイ　ト　ソノ　サポート　ニツイテ　サッポロ　ダイガク　ノ　リュウガクセイ　ニ　タイスル　シツモンシ　チョウサ　ト　インタビュー　ホウコク by 久野  弓枝 et al.
55
札幌大学総合論叢　第 31 号（2011 年 3 月）
〈論文〉
留学生が抱える不安や問題とそのサポ トーについて
─ 札幌大学の留学生に対する質問紙調査とインタビュー 報告 ─
久　野　弓　枝
はじめに
現在，日本で学ぶ留学生数は日本学生支援機構の調査によると，平成 21 年 5 月 1 日現
在，132,720 人（前年比 7.2%増）で過去最高となっている。そのうち 119,317 人は私費に



























調査期間：2009 年 7 月初旬から 9月初旬
回収率：44 名（57.1％）
調査協力者：
性別：男性 17 名（38.7％），女性 27 名（61.4％）
国籍：中国37名（84％），韓国5名（11.4％），台湾1名（0.2％），ネパール1名（0.2％）









































     
表 2　不安・問題
学年 経済 勉学 健康 性格 就職 友人 異性 性の問題 家庭 サークル
1 年生 3 1 1 2 0 1 　 0 0 0
3 年生 5 0 1 0 4 1 1 1 0 1
4 年生 4 1 1 2 5 0 0 0 1 1
研究生 2 1 0 0 2 0 0 0 0 0
大学院 5 4 3 1 6 0 0 0 1 1
計 19 7 6 5 17 2 1 1 2 3


















いる いない 未回答 計
34 5 5 44




































1年生 0 0 0 0 0 3 0 0 0 3 3 0
3 年生 0 0 3 4 2 8 0 2 3 9 6 1
4 年生 0 1 4 2 0 6 0 2 2 6 3 1
研　究 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大学院 0 0 5 2 0 7 0 1 3 5 3 2
計 0 1 12 8 2 24 0 5 8 23 15 4










調査日時：2010 年 1 月 20 日　約 2時間
調査を実施した場所：研究室
　
2.2. 調査協力者 2 名のプロフィールと留学生活
調査協力者のプロフィールは以下のとおりである。
名前 性別 学年  出身地  学部  滞日期間
A 女性 4 年生  中国  経営学部 約 4年





































































































































































































































































































































2009 年度の進路 2 からも明らかである。
上記の先行研究と本稿の調査結果を参考に4つのサポートを考えてみた。その概略を述べる。
　2 留学生 25 人（学部・大学院生）の進路の内訳は「進学」が 9人で一番多く、次いで「日本で就職」と「帰
国して就職活動」が 5人ずつである。ただし母国（中国）で就職が決まったのは 2人しかいない（2010































































携によるサポートが今後，ますます必要になる。平成 21 年 5 月現在，日本学生支援機構
によると，学部正規課程において留学生総数の 80％強が私立大学に在籍しており，私費
















第 2に「学外における交流プログラムの実施」，第 3に「ピア・ サポート」，第 4に「留
学生を対象としたキャリアサポート」，第 5に「留学生のための経済的サポート」である。
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